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これまで学部により委員の数がまちまちであったが， 各学部とも4名ということになり，
目下， 各学部で選考中である。
また， 任期は 1年ということになったので， 富山大学の改革に関する事項を審議し， 改
革試案を作成するためには， 今後一層精力的に取り組むことが望まれている。
なお， 審議は， 自由討議によっていわゆるクサビ型について更に”検討が続けられた模様
である。
教 養 部
制度を検討するための委員会の委員12名が決定した。 なお， 委員は休暇を利用して資料
に当たり， 1月より本格的に検討を重ねる予定とのことである。
また， 教務委員会において， カリキュラムの変更や， 昼食時間延長をも含めて時限帯を
変更する要の有無などについての話が持ち出きれ， 今後検討を重ねる予定である。
時限帯については， 同ーキャンパス内にある各学部との関係もあって連絡調整の必要が
あり， カリキュラム変更とは別の意味で困難があるかも知れない。 （編集委員会）
教育学部改革委員会の発足にあたり
委員長 教授 高 野 兼 吉
教育学部においては ききに「学部改革準備調査会」を設け， 学部内外の諸問題につい
て現状を分析し， 問題点を摘出してその改革の方向について討議研究し， 一応の『結論』
を得た（学園ニュース，第 2号参照）。本「学部改革委員会」は， この調査会の出した結論の
趣旨に沿って， 学部の改善改革のために実践的にとりくむべく去る11月18日の教授会にお
いて選出きれた18名の委員（教授6：助教授・講師・助手12名） でもって発足した。 委員長
のほかに幹事2 名をおき， 若干の分科会にわかれて， できるだけ短期間に成果をあげるべ
く， 作業を集中的精力的に行なっていく予定である。 目下のところ月 2固という討議日程
をたてている。 討議の眼目は， 国全体の動きや本学の「大学改革準備委員会」の動向をに
らみあわせながらも， 具体的には一応教育学部内の諸問題点に絞っていくことになるであ
ろう。 学部内はも ち ろん学内諸賢の協力と価値ある助言を懇請する次第である。
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学内情報
経済学部学生の公開質問
昭和45年12月17日付で経済学部自治会執行部， 経済
学部闘争委員会より， 学長 ・ 評議会宛に以下の様な内
容の公開質問状が出きれた。
経済学部人事に関して
(l)© 「内規」に関して今迄どんな討議がなされたのか。
その内容を示せ。
＠ 「二者協」に関して今までどんな討議がなきれた
のか。 その内容を示せ。
(2)© 経済学部教授会は，「内規」 は評議会の承認 を必
要としないと言っているが， その点についての評
議会の見解を示せ。
＠① 「内規」を認 めるのか，否か。
② 認 めないなら，何故認 めないか。
G① 「二者協」 を認めるのか，否か。
② 認 めないなら，何故認 めないか。
＠ 新田， 友杉昇任人事，小島採用人事は 「内規」，
「二者協」 に基づ いた人事であった。 今後「内規」，
「二者協」 に基づ いた人事が行なわれた場合， そ
れを認 めるか，否か。
上記質問に対し12月21日午後1 時迄に回答するよう
に要求した。
この要 求に対しては12月18 日 の評議 会 に お いて
種々の意見が交換されたが， じゅうぶんな時 間を
もち得ず ， 審 議するまでにいたらなかった 。 その
後， 21日に約束きれた回答として， 質問に対する当日
の評議会の意見や学長の個人的見解を， 学長， 学生部
長から口頭で伝えたが， 学生たちはあくまで文書によ
る回答を要求したので， 12月24日， 学長の見解として
一応次の知〈回答した。
(l)© 討議の経過において， これまでに，字句上の修
正や省略 についての意見があり，経済学部評議員に
考慮、されたい旨， 求められているが， 今日まで訂
正もされず， 結局，詳細な審議は未だなきれてい
ない。
＠ 「二者協」に関しては， 前経済学部長から報告が
あり， その点については評議会で了承きれている
が， その他は，特に討議きれていない。
(2)© 一般的には，「内規」は必ずしも評議会の承認 を
必要としない。
しかし． 本学経済学部の人事に閲する「内規」
は， それをめぐって問題が長期間表面化したこと
は周知のことであり， 過去において評議会で審議
きれ， 前学長のもとに保留されていたので， あら
ためて訂正された 「内規」 として審議の対象とな
ったのである。
＠ 現在， 継続審議中である。
。 これは経済学部内の問題であり， 評議会直接の
問題ではない。
＠ この人事は 「内規」「二者協」 に基づ くものでは
ない， という経済学部評議員の説明によって承認
されたものである。
学生食堂改築
昨年の夏，保健所による飲 料水検査の結果不適格として，
一時休業を止むなくされたこともある学生食堂 （ 生協
食堂） は， その改築が全学的にのぞまれ， 本省に対し
予算要求も行なわれていたが， 建築用地に関して学部
聞の調整が手 間どり，年度内の改築の実現はのぞめな
いことになった。
用地買収
かねてから五福移転がのぞまれていた工学部敷地をふく
めての五福周辺に用地を求める接渉は， 難航し折合い
がつくに至らなかった。 このため多くの問題が宙に浮
いたかたちになっているが， 解決のための努力は続け
られている。 （編集委員会）
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自 ごムJ口 の頚替
昨今の大学に関する論議の中で必ずといってよいほ
ど登場する問題の一つは 「大学の自治」 に関するもの
である。 私が現在自分なりに理解している大学の自治
とは 「学聞の自由」 とほぼ同義であって， プロフエツ
ショナリズムの自律性を要求する一つの形態にすぎな
い。 大学の自治は19世紀の初頭にウィルへルム・フォ
ン・フンボルトによって「三つの自由」 を基盤とする
理論的根拠を与えられたといわれる。 それは当時の社
会の少数のエリートである学徒， 教授と学生からなる
ゲマインンャフト
純粋に近い 「規範的」集団一一共同体ーーの中にあっ
て 「研究する自由」「教 える自由」「学習する自由」 を確
保することであった。 西洋においていわゆる大学が誕
生したのは12世紀から14 世紀にかけてであることが知
られているが， 大学はスチューディウム（ Studium ge­
nerale） またはウニフェルシタス （ Universitas ma­
gistorum et scholarium） ともよばれ， 当 時のヨーロ
ッパにあって通商その他の目的で作られていたギルド
に似た形態をそなえた知識人， 学徒の集まりであった
といわれる。 その最も古いものは9 世紀にすでに医学
校として設立されていたものを前身とするイタリアの
サレルノやボロニアの大学， 中欧にあってはプラノ、
パリやハイデルベルヒの大学， イギリスではオクスフ
ォードやケンブリッジの大学であった。 これらの大学
は， 当時ヨーロッパにあって一つの大きな文化圏をさ
きえる知識人の学問， 研究の共通の交流センタ←にな
っていた。 それはまた同時に彼等によって共通な理想
的世界， ヨーロッパを志向するものであり， それは正
に社会学 者のいう純粋に近い 「規範的社会」 を志向す
るものであったといえよう。 こうした少数のエリート
の集まる研究の場で作られた古典的な自治は， 19世紀
になって，もその精神は引き継がれ， フンボルトのいう
三つの自由にささえられて， 明治以来西欧文明の導入
にともなって次々と設立された日 本の大学へもその気
風が持ち込まれて来たと見るこ主が可能である。 この
場合， 学問の自由を規範とした自律性の要求は厳しい
プロフェッションの倫理によってききえられたもので
あった。 日本の大学においても初期においては， この
古典的な自治を多少なりとも成立きせていた条件は幾
っかあったにしても， とりわけ真理を探求するための
教養部 助教授 河 野 昭
献身という一種道徳的でさえある権威が人々を拘束し，
それが学 者たち自身の強固なまでの自律性を維持し，
ひいてはそれによる共同体的な拘束力が， 学問研究の
場としての大学の秩序を維持することに多少なりとも
働いてきたといえよう。
しかし， 昭和3 0年代の初めは， ある意味では戦 前戦
後を通じての日本の大学の一つの転換期でもあった。
この時期に日本の大学は産業の発展と国際情勢の変化
に伴つての近代合理主義に歩調を合せて「大学の自治」
を理想としてかかげた理想的な大学から， 社会の要求
を満たすべく大量の技術 者を養成する機能的な大学へ
と大きく変貌をとげつつあった。かくして適正な規模
をこえた大学のマンモス化が始まったのである。 一方，
また逆にそれは大学を構成する各部局聞のよど みのな
い意志の伝達を阻害する分極化の始まりでもあった。
この時点において今日の悲劇と困難に直面する下地は
すでに出来あがっていたのである。
今日 ， 大学紛争の原因として挙げられているものを
ひろってみるとどうであろうか。 マスプロ教育 の人間
的なふれ合いのなき， その非人間的性格， 大学教授の
頼廃， 講座制の不合理， 封建的な師弟関係， 不備な管
理運営機構等々， 数えればきりがない。 我々にはかつ
てあったといわれる古き良き時代の雰囲気の全てを知
る由もないが， それにも増しでかつて大学にあって多
少なりとも存在していたという教授の問， 教授と学生と
の間にあった共同体的な拘束力や自律を感じさせる雰
囲気はどこへ行ってしまったのだろうか。 我々が気づ
かない内， 何時の間に教授と学生との聞の関係は互い
にののしり合う関係に18 0 度転換してしまったのであ
ろうか。 明らかに我々が大学という純粋に規範的な組
織と称していたものにあぐらをかき， 社会からも遊離
した殻にとじこもって， 社会の変化に目をふさぎ， ま
た 、教授会の自治。一一それは法的にも学校教育 法に
•＜れみの
規定されているという一一ーを隠蓑としてのんびりとく
らしている聞に， 鼻先へ，「管理運営」と「学生参加」
とを一度にいきなりっきつけられる破目に陥入ってし
まったようである。 大学は 、教授会の自治。 を守ると
主張する。 しかし， その立場を固持することによって
のみ， 現代のマンモス化した大学のよりすぐれた運営
一3ー
と財政的基盤の確保は可能なのだろうか。 私学を見れ
ばその困難きが一層明白であろう。 一方J学生参加’
についても 、教授会の自治。 との聞に一種の協定が生
まれつつあるが， それによってマンモス化した大学の
運営がどのように改革され， 大学の本質にどのような
変化が生じるのだろうか。 それにも増して自律性に乏
しい教授陣で， 形骸化した実質のないカリキュラムを
もってして， 中学 ・ 高校を通じての苛酷なまでの受験
戦 争に疲れはて， やっとの思いで大学までたどりつい
た， デイヴイッド ・ リースマン （ D. Riesman） のい
う ‘自我の一部だけが肥犬した， 中核の不安定な， 自
己の内面より外面だけに向いたカメレオン的な若 者達砂
の疎外感を何か充実したもので満たしてやることは可
音色なのであろうか。
環境はあくまで久商 が生きるための条件である。 条
件であればこそ， 我々は人間性回復の場としての環境
を重視し改革しようと努力する。 しかし， 高度成長と
いうかけ声のもとに極度にアンバランスに肥大した日
本のような工業化が進んだ， コマーシャリズムが支配
する社会の中にあって， 大学だけがその例外の桃源郷
であり得るのだろうか。 我々が純粋に 「規範的組織」
「規範的社会」 だとばかり思っていた大学という社会
が， 何時の間にやら社会学 者のいう強制的権力， 報酬
〈工学部から〉
的権力によって支配される「強制的組織」「功利的組織」
という花坊 に変ぼうしてしまっていたのである。 そこ
にはもはや共通の理想を志向する共同体的社会である
ゲゼルシャフト
よりは， 利益社会の性格が強〈， しかも規則や契約が
ものをいう社会になってしまっていたのである。 じか
し， 私は何もこのような現実をこときら肯定しようと
いうのでは決してない。 かつてのサレルノやハイデルベル
ヒの共通した理想的世 界を志向する大学は消滅してし
まい， 現代の高度に工業化した社会にあっては， 大学
は国家という目に見えない太い鎖でつながれてしまっ
ているのだという現実を直視するがゆえにである。 こ
の現実は， 社会主義経済圏を みても， 資本主義経済圏
をみても， 工業化が著しく進んだ国家においては根本
的にそう異なるとは思われない。
かくして， 古典的 な意味の大学の自治は喪失した。
しかし， 古典的な大学の自治の原則の喪失は， 特に日
本の大学においては， その歴史の浅さが故か， 大学人
の自律性の欠如が故か， 近代合理主義に包摂されて一
気に大学の自治の頼替へとなだれ落としにつき進んで
行きつつある。 我々はその現実の縮 図を， 我々のすむ
この富山大学にも見る。 しかし， 我々は未だ明日進む
べき確 とした道を知らない。
球技大会結果の報
.fr.. 
a::::t 
工学部では， 昨秋1 月27日 （ 金） 午前9 時から高岡 市
民体育館において， バレーボール， バスケットボール
4年， 第3位は機械力学Aならびに電子3 年であった。
および卓球の3 種目の球技大会を催した。 本来ならば， 3. 卓 球
本丸球場でソフトボールも行なわれる予定であったが， 参加 16チームで， 第1位は生機 2年， 第 2位は電気
あいにくの悪天候のため， これは中止となった。 3 年， 第3位は生機4年ならびに楯の会であった。
大会の結果は次のとおりである。
I . バスケットポール
参加 14チームで， 第 1位は生産機械3 年， 第 2位は
機械3 年， 第3位は野球部ならびにパチ研（ 工化3 年）
であった。
2. バレーボール
参加16チームで， 第 1位は化工3 年， 第 2位は生機
学部行事として当日を休講にして実施きれたからに
は学生， 教職員ともどもより多数の参加 が切望きれる。
今後この種会合をより積極的に開催し， さらには五福
の各学部との交歓試合等を計画したい。 また， 非常に
喜ばしいことは， 球技用品の紛失逸損が全然なし ま
た， 参加 各チーム， 審判， 進行係に協力きれた学生，
クラブ員一同， きわめてフェアーに秋のスポーツをた
のしんだことであった。 （ 沢畠 記）
-4-
昭和46年度富山大学教育専攻科
｜ 教育専攻学生募集について
I . 募集人員
教育 専攻 5 名
2. 出願資格
(1) 大学を卒 業した 者または昭和46年 3月卒 業見込
みの 者
(2) 大学を卒業した 者と同等以上の学力があると認
められた 者
(3) 外国 において， 学校教育 における16年の 課程を
修了した 者
以上の一つに該当 し， かつ高等学校教諭2級普通免
許 または幼稚園， 小学校， 中学校教諭l級普通免許 の
いずれか一つを有する 者 （昭和46年 3月31日までに 取
得できる見込みの 者を含む）。
3. 出願期間
昭和46年 2月19日幽 から 2月27 日仕） まで
4. 願書提出先
富山大学教育 学部学務係
5. 選抜方法
入学 者の選考は， 推薦 書， 最終出身学校の 調査書，
学力検査， 面接および健康診断によって行なう。
(1） 学力検査科目 教育原理と教育心理の 2 科目
(2）検査期日 3月6 日出午前10時～ 12時30分 （学
力検査）， 午後 1 時30分 ～（面接）
(3）検査場所 富山大学教育 学部
6. 合格者発表
昭和46年 3月15 日（月）
※ なお， 詳細は， 募集要項 および教育学部学務係において承知されたい。
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昭和 46年度
富山大学学生募集について
I . 募集人員
・文理学部
・教育 学部
・経済学部
・薬 学 部
・工 学 部
2. 出願期間
文 学 科 60名
理 学 科 125名
小学校教員 養 成 課 程 100名
中学校 教員 養 成 課 程 50名
養護 学校教員養成課程 20名
経 済 学 科 160名
薬 学 科 5 0名
製薬化学科 5 0名
電気工学科 5 0名
工業 化学科 40名
金属工学科 4 0名
機械工学科 5 0名
生産機械工学ヰヰ4 0名
化学工学科 4 0名
電子工学科 4 0名
昭和46年 2月12日（金）から 2月22日（月）まで （郵
送の場合も， 2月22日午後 5 時までに 必着のこと）。
3. 入学願書提出先
富山 市 五福 3, 190 富山大学学生課
4. 学力検査
国語， 社会， 数学， 理科， 外国語の 5 教科
5. 検査日程
・ 3月2 3日（刈 国語（90分）， 社会（90分）， 数学 文
科系（ 120分）， 理科系(150分）
・3月24 日例 外国語（90分）， 理科 文学科・教育・
経済（90分）， 理学科・ 薬・ 工（ 15 0分）， 健康診断
（ 必要な 者のみ）
6. 検 査場
文理学部 文理学部
教育 学部 教育 学部
経済学部 富山工業高等学校
薬 学 部 富山商業高等学校
工 学 部 高岡高等学校
7. 合 格発表
4 月 2 日幽 午前9 時
※ なお， 詳細は， 募集要項を参照きれたい。
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昭和46年度富山大学大学院（修士課程）
第2次学生募集について
I 薬学研究科 II 工学研究科
｜． 募集 人 員
薬学専攻 ， 製薬化学専攻 各若干名
2. 出 願 資格
大学を卒業した 者または昭和46年3 月卒業見込
みの者等
3. 出 願 期 間
昭和46年1月18日（月）から昭和46年1月3 0 日仕）まで
4. 願書提出先
薬学部学務係
5. 選抜方法
筆記試験 ， 口述試験 ， 健康診断および調査書の
各成績を総合して判定する。
6. 検査期日，検査科目
・昭和46年 2月 9 日（必 英語， ドイツ語， 有機化
学， 物理化学， 生物化学
・2月1 0日嗣 第lおよび第 2 志望講座の試験 科
目， 口述試験 ， 健康診断
7. 試験場 所
薬学部
8. 合格者発表
昭和46年 2月 20日出正午
I . 募集 人 員
電気工学， 工業化学， 金属工学， 機械工学， 生
産機械工学， 化学工学各専攻 各若干名
2. 出願資格
大学を卒業した 者または昭和46年3 月卒業見込
みの 者等
3. 出 願 期 間
昭和46年 2月20日仕）から 2月 27日仕）まで
4. 願書提出先
工学部学務係
5. 選抜方法
学力検査（筆記および口頭）， 健康診断および調
査書の各成績を総合して行なう。
6. 検査期日，検査科目
・昭和46年3 月 5 日幽 英語， ドイツ語， 基礎科
目
・3 月6 日（封 専門科目， 口頭試問， 健康診断
7. 試験場 所
工学部
8. 合格者発表
昭和46年 3 月 13 日仕）正午
※ なお， 各研究科とも， 詳細は， 募集要項 および該当学部学務
係において承知きれたい。
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回 想
私は昭和46年3 月末定 年により退官することになっ
て おります。 顧み ますれば， 私が高岡工専にまいり
ましたのが昭和 20年8月6 日で， この間退官するまで
の長い間皆様に大変お世話になりましたことに感謝申
し上げ， ここにお礼申し上げます。 編集委員の方から
何か回想でも書くようにとのお話で筆をとることにい
たしました。 私が着任しました当時は学生は戦時中の
勤労で工場に出かけているので， きっそく電気の藤井
先生， 体育 の要藤先生， 数学の中尾先生， 英語の増本
先生と一緒に， 今の東洋紡庄川工場に出かけたもので
ございます。 そのあと， 私は機械科の学生が羽咋の方
に動員されているということで， そちらの方に出掛け
る準備をしていましたところ終戦 を迎えました。 当時
専門の先生は， 機械では柏校長先生と私 （ 大和 先生が
おりましたが動員で留守） ， 電気に藤井先生， 化学に
中川公海先生と藤木先生， 金属は誰もいなく養回先生
の着任まで私が主任を兼ねました。 講義をはじめる段
になって一番困ったのは， 実験 実習と製図でした。 1
年生の実習は工芸にお願いし， 2 年生は週に 1 度実習
日を設け工場見学にあてて， それに動員中の体験 を加
えて報告書を出させるという方針をとりました。 製図
は仕方なくお手本を与え自宅で書かせました。 また陸
海軍の学校の学生の転入学や復員軍人の入学もあり，
講義の歩調がそろわず， A 組B 組と 2組をつくりまし
た。 食糧事情も困難なときであり， 大変重荷だったこ
とを記憶しております。 学生は， 疎開先に品物をとり
に行ってくれたり， 学内整備に大変骨を折ってくれま
した。 記して感謝いたします。 翌21年になりますと，
工専の経専転換という問題が起ってまいりました。 詳
細は富山大学15年史にあるので略しますが， 藤井先生，
養田先生， 鳥取先生が大変にお骨折りをなさいました。
お蔭で工専が存続することになりました。 このあと新
学期となってから， 校内の規則改正が論議されました。
機械科の実習工場も共通的な施設という考えのもとで，
機器生産工場と名 付けられたと思います。 あとで大学
に昇格したとき， 全国の大学がこのような学校 工場と
いう考えのもとで一致協力して文部省に設備の更新を
要求したことがあります。 文部省も趣旨に賛成し， 1 0
年計画で設備の更新をやってくれました。 このような
工学部 教授 長 元’ 亀久男
ことは戦後の反省としての総合管理という各大学の考
え方だったと，思います。 9月には各科専門の先生がそ
ろったように記憶しています。 また金属工業科の存続
問題もありましたが， これは15年史にゆずります。
それから3～4 年すぎて， 学制改革の大嵐にぶつか
りました。 詳しいことは15年史に記しであるので略し
ますが， 機械は 2講座に圧縮され， 金属工学科に包含
されて発足することになりました。 昭和 25年， 相先生
が急逝されて機械工学科設置の重荷が私にか、ってま
いりました。 昭和3 0年の春まだ寒い頃， 不安を秘めな
がら設置のため上京いたしました。 東京では， 幸いな
ことには東京工大， 東京大学の機械の諸先生方の， あ
た、かい援助と御指導により教授陣容がすらすらとで
きあがりました。 詳しいことは1 5年史に記してあり
ますが， これは私の富山大学在任中の感激の思い出の
一つでございます （ もう一つありますがこれは後で記
します） 。 生産機械の設置は， はじめから推進しまし
たがこれらの詳しいことは1 5年史に記しでありますか
ら略します。
それから38年6月ころだったと思いますが， 当時の
三国 経済学 部長から， 経済学部として電子計算機の設
置を要求したが駄目だった。 これは全学的なものと考
えるので， 全学要求として話を纏めたいものだとの相
談を受けました。 金沢大学にも設置がきまったことで
もあり， また総てのことが計算機を中心として， す、
められようとしている状勢にあるので， 微力ながら纏
めることを引き受けました。 各学部長に相談したとこ
ろ無論O Kで， 7 月1 5日富山大学計算センター設立世
話人会をつくりました。 各学部から世話人がでました。
工学部からは井上先生， 四谷先生， 若林先生， それに
私が世話人となり， 私が世話人会の幹事に選出きれま
した。 そして設置を推進Lましたところ設置が認めら
れました。 そこで39年 5月に世話人会を富山大学電子
計算機室設立準備委員会に切り替え， 私が委員長に選
ばれました。 機種の選定 をするために， メーカーから
出された資料を検討する小委員会を設けることになり
ました。 小委員会のメンバーは田中専一郎先生， 四谷
先生， 井上先生， 若林先生， それに私でありました。
小委員会は前後9 回開きましたが， 夜9時をすぎるこ
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ともしばしばで， 遠路の田中先生には大変ご苦労をお
かけしました。 このようにしてO KITAC-5 090Cカず
選定されました。 40年4月に開所式が行なわれてほっ
といたしました。
きて， ここでまた一つの悩みがあります。 それは計
算センターに助手の定員が欲しいということで， 全国
の国立大学の計算センターが連合して要求せねばなら
ないと思うのですが， 定年となりましたので後の方に
よろしくお願い申し上げたいと存じます。
つぎに大学院工学研究科設置の話にうつりましょう。
40年4月に金沢と福 井に大学院が設置されました。 ま
た新潟大学も41年度をめざし設置の準備をはじめまし
た。 そして学位をもった先生方が， あっちこっちから
引張られるという状態が生じてまいりました。 富山は
丁度谷間にあるので， 安閑としておられなくなったと
いうのが私の本音でございます。 40年4月， 学会で上
京しましたのを機に 文部省に大学 課長， 庶務 課長を訪
れ， 私の苦悩を打ちあけましたところ実によく諒解し
ていたずき， 色々と設置のことを教 えていたcき， 大
変有難く思いました。 また一方， 東京工大の岡本先生，
川下先生， 工学院大学長の野口先生が， 私に大変な激
励と声援をおくってくれました。 これに元気づ き当時
の上野学部長に相談しましたところ， 設置をす、めよ
うということになり， 教授会の諒承を得ました。 そこ
で金沢の工学部長岩名先生を訪れ， 金沢が設置したと
きの経過を色々と教 えていたcきました。 審査員との
連絡をよくとるようにとの話でした。 幸い機械の審査
員は私の存じ上げている方が多〈， 仕事をす、める上
において大変好都合でみした。 仕事をす、めてゆくうち
に大学 課と庶務 課の意見のくいちがいがあり， ずい分
苦労しました。 審査員の指示に従い， 教授陣をお膳立
てして文部省に提出しました。 予備審査の日には， 私
が学部長代理として上京し， 国 立教育 会館の一隅に陣
取 って審査の結果を待ちました。 何か落ち付かず胸
がどきどきしていたことをおlまえておリます。 当日は
何もわからず不安のまま宿舎に帰りました。 翌日文部
省に出頭して結果を聞いたところ， パスしているとい
うことで飛び上がって喜びました。 さっそくこの吉報
を高岡の工学部に電話しました。 そのときの感激は今
でも忘れられません。 これは私の富山大学在任中の感
激のもっとも大きな一つの思い出でございます。
41年2月， 現地視察のときは委員長の大山先生が来
られました。 上野学部長は台湾で大山先生と一緒であ
り， また私とは化学工学の分野で存じ上げており， 色
色と忌悌のないお話をいたずき大変有難く思いました。
設置が許 可されたあと上野学部長と私が文部省其他
関係方面お札に出掛けたとき， 学部長が宿舎で負傷さ
れたことは返す返すも残念なことでございます。 切に
ご快！復を宇庁ります。
最後に， 応用数学物理学議座の設置についての話を
したいと思います。 3 0年に機械工学科が設置され， そ
の翌年から共通議座として毎年文部省に設置要求をじ
ました。 当時の柳瀬事務長の話によれば， 文部省はよ
くその趣旨を諒解しているとのことでしたが， 応用物
理学講座が設置されたのが41年で， 1 0年もの長い年月
がかかりました。 その問， 文理学部の田代先生， 永原
先生， 中川正之先生， 高木先生， 近藤先生， 金沢大学
の竹村先生， 八木先生， 大谷短大の浅井先生には． 講
義を担当していたJき大変お世話になりました。 工学
部では， 古谷先生に応用数学を一手に担当していたず
きました。 応用数学物理学講座設置にあたり， 京都大
学田中憲三先生， 東京大学石津先生， 金沢大学井田先
生， 九州大学江口先生， 学内では片山先生， 児島先生，
中川先生， 沢泉先生に大変お世話になりました。 記し
て謝意を表します。
46年度に応用力学講座の設置を申請しようというこ
とになりましたので， 私の書いた申請の趣旨を記して
おきましょう。
宇宙工学， 海洋工学， 原子力 工学等， 工学のとどま
るところなき発展に対し， これを充分に消 化 してゆく
エンジニヤーを養成することは， 極めて必要なことで
あると痛感しております。 工学とはあらゆる科学を組
み合わせて， 目的に向かつて応用展開することであリ
ます。 現代産業を展開してゆくには， これらを充分 に
消 化してゆくエンジニヤーでなければなりません。 こ
のようなエンジニヤーは， その基礎となるエンジニヤ
リング・サイエンスを充分身につけたエンジニヤーで
あり， このようなエンジニヤーを養成することこそ，
まさに緊急必要なことであります。 このため， 既にあ
る応用物理学講座を実験 物理に基礎をおく応用物理と
し， 応用数学は， 数理物理に基礎をおく応用数学とし，
今度新設を要求する応用力学は， 理論物理に基礎をお
く応用物理とし， この3 講座を連けい運用して， 将来
基礎工学科の基礎をつくりたいと考えている次第であ
ります。
これは只今の時点における私の考えで， あとは発展
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展開させていたJきたくお願い申し上げます。
以上長々と回想録を書きましたが， 原稿も規定の枚
数となりましたのでこれで筆を摺きます。 私が石川島
造船（ 現石川島播麿重工業）， 多賀高工， 高岡工専，
思 L、 出
最近， 大学でまだ若い数名 の教職員の方々が亡くな
られた。 「停年までつとめるということは大変なこと
ですよ」 と言われた先輩のことばが， 今さらのごとく
思い出させる。
40年の教壇生活， 得意あり失意あり， 思い出はっき
ない。 古き良き時代はなんといっても旧制高校教授時
代である。 共に学び共に鍛えた， 人間関係， 師弟関係，
こまやかな時代である。
新制大学発足時， 少ない数学教官で他大学に負けま
いと週18時間もの講義を受持って頑張ったことも楽し
い思い出である。 数学教室は， 今は亡き原富慶太郎先
生をいただいていたということは， 限りない力であっ
た。 先生は人格者であり， その風ぽう， 動作ともに清
そにして高憎の風格。 接する誰もに消えやらぬ印象を
与えた。 また， 学聞の深きにおいても比類なき方で，
わが国の位相幾何学の草分けでもあった。
3 月で教養部長の任期を終え， 停年まで1 ヵ年にそ
なえて身のまわりの整理をつづ けているが， あれこれ
とやっておきたいことが多く， 周囲の方々に御迷惑を
かけている。
昨年大学紛争のまっただ中での日 々の生活は， 苦悩
と孤独の連続であった。 あまりにも決断をせまられる
問題が多すぎたから。
私の近所 は， 寺が多い。 夜は帰宅がおそいので朝早
〈起きて， 戦 災をまぬがれた愛用の親父ゆずりのステ
ッキをついて， 墓を見ながらの散歩。 妙に心がおちつ
く。 寝床の中でも考えつづ けた大学の使命と学生の地
ある地質家の回想、
富山大学と約四十幾年大過なくすごすことができまし
たことは， 皆様方のあたたかい御支援の賜物で， ここ
に深〈感謝いたします。 皆きまの御清健をお祈り申し
上げます。 今後共よろしくお願い申し上げます。
教養部 教授 渡 漣 義 一
位についてを反省しながら。 私のようにn次元の抽象
空間の幾何学専門の 者には， 制度委員長は今から考え
てはおかしい｛立な筋ちがいな大役であった。
人間ひきぎわが大切であるということをいつも考え
つつも， そしてそのチャンスがありながら， その機を
逸して任期までつとめてしまったことに対し， 何かわ
りきれないものを感じている。 心の友とは， 有りがた
いものである。 苦悩孤独時代に私の体を案じて見守っ
てくれた友から 「いまはしも木枯らし寒き秋なれど
春H是かき日もめぐり来む」 の一首をよせてくれた。 忘
れえぬ有りがたい思い出である。
終戦 のどさくさに財を作り， 今ではそしらぬ顔で肩
書あつめて， いばっている人の多い社会。 だだをこね
た者が結局勝をとる。 勝てば官軍がまかり通る今の世
の中。 せめて大学だけでも， こんな根性の者がいない
ようにしたいものである。
剣道部員が， 時 私々の研究室を訪れてくれる。 守る
べき礼儀は， 自然に守られている。 気持のよいもので
ある。 旧制高校教授時代以来長い間剣道 部長として彼
等に接しているが， スポーツをやる学生は， 明るく楽
しし、。 彼等に私はいつもいっていることは， 円｜ 上に
立つものは流れをにごすなり 「大河は音を立てない。
幸福は心の中にあるuとあえて親鴛をまねるのでない
が， 親驚は弟子一人も持たず， 剣道もまた剣道するも
のすべては同じ道を行く同行の友であらねばならない。
停年まであとわずか， 多くの学園の友に感謝をささげつつ，
老兵はしずかに去ってゆきたい。 「学園に立山雪を輝かす」
教養部 教授 近 藤 堅
求められるままに地質専門家としての回想を綴って 迷う次第で， 仮に戦 前， 戦中， 戦後とでもして みる。
見るのであるが， 何を盛りこむか起点をどこにするか そもそも大正から昭和 への改元は東大理学部地質学科
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の1 年生の時で， 晩秋の地質巡検で浜松一三方原一海
老一長篠一鳳来寺山から豊橋経由で帰京した際であっ
た。 当時は東大構内は関東大震災の後で， 地質学教室
は旧赤煉瓦建築を補強したもので， 正門傍の工学部土
木教室が鉄筋で復興した以外は， 地震学教室や三四郎
池の山上御殿も木造仮建築であった。 ここで洋書専門
誌のゼミナールが教授の指導で行なわれたが， 講評後
の先輩の談話が魅力的で， 商工省技師や鉱山会社技師
が外地 （満鮮， 台湾） から地質鉱床調査を完了して帰
京し， 旅装を解いたま、の新鮮な資料の発表であった。
かくして先輩と後輩との縁は， 度重なる会を通じて自
然に醸成きれていった。 卒業の昭和 4 年は大恐慌の渦
中で就職難に当面したが， 先輩の勧告激励により暫く
は雌状し他日を期して研績を積んだ。 満洲事変から局
面は一転し専門家として快心の職場が展開したが， 昭
和 5 年に久原鉱業の片山 取 締役の斡旋で， 朝鮮の平壌
から大同江を湖った地点の無煙炭鉱区を調査した。 実
に大陸 に足跡を印する第一歩であった。 この時は春先
おんどる
で黄塵万丈や暖房の温突を体験 した。 また利根製作営
コーア
業所 が品川に創設され， 岩芯採 取 により地下の地質を
判定する試錐機の製作と土木， 鉱山， 温泉の地質調査
と試錐を営業とした。 入所 した際には顧問として三菱
から日下部義太郎 （ 工博） 氏， 先輩の佐伯謙吉氏と三
菱の久慈氏が職員であった。 温泉の調査で湯ヶ原， 熱
海， 箱根方面へは頻繁に出張した。 陸 軍の築城本部の
依嘱で， 大島の三原山の西麓海岸の元村付近で地下水
の試錐に立ち会った。 由来， 大島は地下水に乏して飲
料水は雨水を貯えるのが建前で， たまたま軍が元村寄
りの海岸の露頭の粘土層からの水の渉出を根拠に依頼
してきた。 本部付の工兵大尉の某氏と同道で菊丸を下
船して試錐地に向かった。 現地では曹長が掘撃した岩
芯を整頓していたが， 参考書として横山又次郎著 「普
通地質学講義」（早 大出版部）を備えていたことが印象
に残った。 試錐機は米のサ リパン式新型であったが，
予定深度の坑底は玄武岩質の黒色細粒砂で含水層には
逢着しなかった。 日華事変勃発の直前昭和12年7月に，
満鉄傍系の満洲鉱業日Lが南満， 熱河の金鉱開発を使命
として奉天に創設され， 調査 課技師として渡満した。
これに先立つ昭和 9 年関東軍と満鉄の協力で， 全満に
兵要給水地質調査が施行された。 満鉄地質調査 所 兼経
済調査会嘱託として熱河省凌源一河北省建昌営聞の地
質， 地下水 ， 炭鉱， 金鉱， 石綿， 温泉等の資源を含む
調査に参加した。 承徳の第七師団統率の下に糧札器
材， 調査員を乗せた数台の支那馬車隊が編成きれ， 工
兵の手動撃井機隊が同行した。 当 時は万里長城線の北
に隣る青龍県は， 前年の熱河討伐の敗残兵の匪賊が出
没するので， 警備の兵士3 0名が調査隊の護衛に当った。
熱河省は， 山岳 地帯で山骨裸出し西部劇の景観で
初夏には芥子の花が満開， 楊柳の緑， 晴れた青空の
下でラテ ン調の歌謡曲が聴こえてくる。 奉天へ赴任し
て初の出張先は， 張学良が米人顧問を招聴し経営した
奉天省輯安県報馬川金 鉱で， 山元に選鉱・製練設備を
建設したが匪襲により壊滅した直後で， 特務機関の配
慮で安東から警備の兵士を派遣の情報もあったが， 現
地は平隠て”つつがなく調査を完了した。 通化の街に出
て電柱の号外で目撃事変を知り， 奉吉線で帰奉したが，
燈火管制下の奉天は駅頭から真の聞で， 泰ビルホテ ル
の個室へ蝋燭の燈火によりたどりついた。 戦 時下， 初
の空襲の体験 であった。
次の出張は龍江省瞳泉県学団地の鉄鉱調査で， 連京
ち ち は る
線四平街から粛々恰爾に至る支線のj兆南の西方 200 km 
の蒙古境に近い山岳地で， 調査の結果として新露頭の
発見があった。 挑南駅はフランス式建築で付近は満洲
大平原の中心であり， 沿線の草原に白い曹達の結晶が
析出している。 前記の 200 kmの区間は， 坦々たる草原
の連続である。 会社での地質家は月 のす～寺は出張で，
帰社後は鉱石標本を化学分析室に提出し， かたわら報
告書の原稿作成を急ぎタイプにまわして， 早 くも次の
調査依頼の受付になる。 在満8 年の後半は， 新京の満
洲鉱山Kil鉱業部調査役に転任した。 独ソ戦 局の長期戦
化と共に関東軍は， 満業傘下の持株会社に対し匿名 の
ソ連研究会を満鉄と提携した形で結成するよう要請し
てきた。 部長名 で非鉄金属部門の委員の発令があった。
爾来 2 年に亘り満洲園地質調査所， 満鉄調査部で内外
のソ連関係の文献を選択研究し， 中間報告として「ソ
連非鉄冶金業の技術的研究Jをまとめたが， よい試錬
であった。 旧制富高教授へ転任後は戦 時下であるが，
静かな環境でゆったりとした勉強が快適にゃれた。 エ
ール大学ピアソン教授の ホ一般地質学H を海軍の便筆
に翻訳を企画し和訳を完了した。 教育 委員会や書店じ
諮って印別に付せんとしたが， 実現しなかった。 終戦
のあの瞬間は， 氷見推定油田の神代背斜軸の試錐一号
井を設定すべ〈県鉱産資源開発推進本部嘱託として軍
需省係官， 弁護士と現地で土地収用の立会いに入る時
に， 駐在警官の注進で無条件降伏を知ったわけで， 劇
的な幕切れであった。
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「もの」を， 運ぶことによって起るさまざまの現象
は， 私ども歴史家にとっても重大関心事である。 信
州で正月に賞味する習慣のある塩鯛を「飛騨鯛」と呼
んだのは， 信州松本の魚商人が， 飛騨高山の魚問屋
から塩舗を買いこんで， 野麦峠などを越えて信州に
運んだからである。 その飛騨高山の舗は富山湾産で，
越中の肴屋が， 牛やボッカの背につけて， 飛騨街道
をはるばる運びあげたものである。
越中産の蝿が飛騨を通って信州まで泳いだことは，
全国的に物資流通のきかんになった明治以後はとも
かくとして， 封建的領域経済の厳しかった江戸時代
では奇異な現象 のように思われる。 しかし江戸時代
といえに年貢米はもとより地方的な特産物も案外
に全国的に流通していたのである。 奥州南部産の茶
釜が， 京都の茶人に珍重され， エゾ松前産のコンブ
やニシンが江戸， 大阪でも賞味きれていた。 また越
中富山の 薬売りは， 北は松前から南は薩州鹿児島ま
で， 全国くまなく歩いていたし， 加 賀絹 （ 越中城端
産の絹も他国ではこのように呼ばれていた） が白絹
のままで京へはこばれ， 西陣で染色きれてその名 で
全国へ売り出されていた。
飛騨鯛や加 賀絹のはなしは， 江戸から明治にかけ
てのことである。 しかし， 近年は輸送機関が発達し
坂 井 誠 一
た結果， 地方的な特色はほとんど消滅しかけている。
東京や大阪のデパ ートでは全国の主要名 産品がはん
らんしているし， 地方のデパートでは中央の老舗の
商品が飛ぶように売れているという。 おそらくこの
頃では， 飛騨でも信州、｜でも， 越中と変らぬ魚の味を
賞味していることであろう。 昨年初夏の候， 私宅へ
北海道の友人から香り高いスズランの花束が送られ
てきた。 北海の野にあると変わらぬ愛らしい姿と香
りが， 私や家族を喜ば．せた。
このように 「ナマ物」 ばかりでなくJイキ物」 の
輸送も国際的規模 にまで拡大してきた。 日本特産の
金魚、やヒゴイが， ビニール袋につめられて， 大量に
アメ リカへ飛行機輸送きれているのは周知のことだ
が， アメ リカの釣天狗のために， 日本産の「ゴカイ」
が生きたまま送られていることは余り知られていな
い。 アメ リカからもいろいろなものを送ってくるが，
なかでも面白いのは品種改良のための 「牛の精液」
で， これこそ 「生きたまま」でなくては困るのであ
る。
私の史的想念は「飛騨蜘」の時代から， 「アメ リカ
の牛の貴重な液体」 まで， 自由に往来しているので
ある。 ! 
教育学部教授（日本史： I 
研究こぼればなし__j
・第2号の訂正
3頁……「大学雑感」 第l行 札幌 （ 誤）一一→ 札幌 （正）
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